
東京ドリームパーク　開業
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多目的ホールと劇場を核に
新たなエンタメ拠点形成

株式会社テレビ朝日
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（８）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　３月２７日　（金曜日）

■建　物　名：東京ドリームパーク
■建　築　主：株式会社テレビ朝日
■所　在　地：東京都江東区有明３－３－８
■設計施工：清水建設株式会社
■構　　造：ＳＲＣ造
■階　　数：地下１階地上階
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■工　　期：年６月１日～年２月日

劇場への動線
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　放送業界でビジネスモデルの変革が進む中、当社は「す
べての価値の源泉はコンテンツにある」という理念の下
「メディアシティ戦略」を展開しています。その中核施設
として開発したのが東京ドリームパークです。
　施設は、着席約人、スタンディングで約人を収
容できる多目的ホールと、約席の劇場を中心に、イベ
ントスペースやスタジオ、レストランなどで構成していま
す。多目的ホールは、これまで都内で運営してきたエンター
テインメント施設の実績を踏まえ、アーティストがライブ
ハウスからさらに大きな会場へとステップアップしていく
過程で活用できる中規模ホールとしました。コンサート
ホールの常設としては世界初となる「イマーシブオーディ
オシステム（立体音響）」を導入し、没入感のある音響体
験を提供します。
　テレビ局の施設という特性を生かし、館内には番組収録
や中継にも対応できる設備を備えました。外観も映像に映
ることを意識し、「ここがあの場所だ」と思って訪れてい
ただけるような、街のランドマークとなるデザインを目指
しています。さらに、デジタル技術とリアルの融合をテー
マに、ＡＩなど先端技術の活用も視野に入れ、さまざまな
取り組みを実証する場としての役割も担います。
　大型施設では設備更新が難しくなるケースもあるため、
受変電設備などの更新スペースをあらかじめ確保するな
ど、将来を見据えた計画としました。
　今後は当社が音楽番組やイベント事業を通じて培ってき
た経験とノウハウを総動員し、ここでしか体験できない多
彩で魅力的なコンテンツを展開しながら、東京ドリーム
パークを新しいエンターテインメントの発信拠点として育
ててまいります。東京・有明エリアは近年、スポーツ施設
や展示施設などが集積し、エンターテインメント拠点とし
て発展が期待される地域です。来場者が施設を訪れること
で地域ににぎわいを生み出し、周辺施設とも連携しながら
街全体の魅力向上にもつなげていければ幸いです。

エントランスホール 劇場

誰でも屋上まで行けるデッキ DREAM TERRACE（屋上空間）
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　お客様は中期経営計画に基づき、エンターテインメントとテクノロジーが融合す
る、新しい情報発信拠点の実現を要望されていました。「夢中から、はじまる。」
をキーコンセプトに掲げられており、それに応えるべく、エンタメのエネルギーが
外部にもれ伝わるような建築をめざしました。
　内部の活気が街にあふれ出すよう、劇場・ホールというコアなコンテンツをＲＣ
耐力壁で構成し、周囲にアトリウムやホワイエなどを巡らせる構成としています。
さらに、地上ｍの屋上広場まで、いつでも誰でもアクセス可能な緑化された外部
空間を連続して整備しています。お客様に限らず、地域の皆さまをはじめとするあ
らゆる方々が気軽に立ち寄ることができる、都市の新しい居場所を実現しました。
　エンターテインメント施設として、お客さま、出演者、運営者のすべてにとって
使いやすい「三方良し」の施設を目指しました。
　設計に当たり特に重視したのが動線計画です。敷地条件を生かしメインエントラ
ンスを２階に設け、主要フロアの多目的ホールを１階、劇場を３階に配置し来場者
動線を分離しました。多目的ホールは外部から直接アクセスし、劇場はメインエン
トランスから３階の専用エントランスへ向かう構成としています。限られた敷地の
中で複合的な機能を整理する必要があり、配置計画には苦心しましたが、各機能が
平面・立体の両面で収まる現在の構成にたどり着いたときは大きな手応えを感じま
した。
　多目的ホールと劇場の舞台は背中合わせに配置しました。舞台裏に楽屋や機械室
を集約して出演者やスタッフの動線を効率化しています。搬入ヤードはトラックが
一方通行で出入りできる計画とし、興行時の搬出入作業の円滑化を図りました。
　技術面では、多目的ホールには当社特許技術の防振床システム「ダイナミック・
ライブ・フロア®」を導入しました。建物基礎との間に独自の防振ユニットを設置
した浮き床構造とすることで、観客のタテノリやジャンプによる振動を大幅に低減
します。竣工後には社員約人による振動試験を実施し、その卓越した性能を実
証しました。
　テレビ朝日さまをはじめ、施工に携わった関係各所との強固な信頼関係のもと、
本プロジェクトを無事に完遂できたことを大変感慨深く思います。この施設が多く
の人々を引きつけ、新たな文化を育む拠点となることを切に願っています。

清水建設株式会社
設計本部　プロジェクト設計部２部

　グループ長　大橋　一智氏
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メインエントランス

最高峰の音響設備を備えた多目的ホール


